
R８ 魚津市のコミュニティ・スクール④

5/19(火)に第１回学校運営協議
会が開催され、昨年度に引き続き、
会長に亀澤委員(村木地域振興会　
会長)、副会長に大野委員(大町コ
ミュニティセンター長)が選出され
ました。

　協議では、地域・学校のつながりや学校運営について活発
に意見交換がなされました。

・子供たちは、家庭・地域・学校で守られるべきである。子供た
ちが地域に対してできること、参加できることを増やしてい
きたい。

・村木地区では、地区の行事を子供たちに手伝ってもらう取
組をしている。地域参加の経験となっている。

・中学生の子供たちの成長した姿を見ると、この学校運営方
針は効果があると思う。粘り強く取り組んでほしい。

・縦割り班会食にぜひ取り組んでほしい。一緒に楽しく食べる
ことで残食も減るのではないか。

・学校の働き方改革をぜひ進めてほしい。PTAでも広報を作
成する際、学校や先生方に写真や作文を要求しないことを大
切にしている。

　

　校長の長崎委員から、グランドデザインを基に学校運営方針の説明があ
りました。昨年の方針に加えて、目指す学校づくりを支えるための「学校
における働き方改革」を位置付け、より充実した教育の実現に資すると説
明がありました。また、学校運営のベースが「学校・家庭・地域がつながる
温かいコミュニティ・スクール」であるとの認識を確認し、学校運営方針は
委員全員の挙手により承認されました。

よつば小学校

第1回学校運営協議会

「地域学校協働活動コーディネーター(推進
員)」から、進捗状況の説明がありました。

・学習をサポートする人材を募集して、「つな
がり隊」として登録する取組を進めている。
・申込みから登録、依頼までできるアプリを
作成する案もあるが、まずはフォームで登録
する方法を考えている。

○委員からは保険加入や支援内容について
質問や助言がありました。

募集チラシ案

学校・家庭・地域合同特別講演会についてお知らせがありました。　【６／２５（木）　松山康成先生】　

この研修会は、教員、保護者、地域の方が同じ目線で子供の成長に関われるようにとの願いから、
コミュニティ・スクール発足時より、開催されているものです。


